
 

 
 
 
 

 
 

 
 

どう生きるか 
 

校長 下舘 文雄  

 

春の訪れを感じる季節となりました。３月は別れと旅立ちの

月です。３年生は卒業し、１・２年生は進級を迎えます。それぞ

れが新しい一歩を踏み出す大切な節目の時です。 

昨年度の学校だよりにも掲載しましたが、吉野 源三郎著 

「君たちはどう生きるか」という本について紹介します。この

題名「君たちはどう生きるか」は、今を生きる私たち一人ひとり

に向けられた問いかけでもあります。「どう生きるか」という問

いに、すぐに正解は見つかりません。しかし、日々の選択の積み

重ねこそが、その人の生き方を形づくっていきます。 

友だちとの関わりをどう大切にするか。困難に出会ったとき、どう向き合うか。自分の弱さ

や未熟さとどう折り合いをつけるか。そうした小さな問いへの答えの積み重ねが未来の自分に

つながっています。 

失敗してもかまいません。遠回りしてもかまいません。大切なのは、自分の頭で考え自分の

足で一歩踏み出すことです。そして、周囲の人への思いやりを忘れないことです。このことは

本校が推進しているＥＳＤの考え方とも共通しています。「なぜだろう」「自分にできること

は何だろう」と考える姿勢が持続可能な社会づくりの第一歩となるのです。 

卒業生の皆さんは、新しい世界へ羽ばたいていきます。在校生の皆さんは、学校の新たな担

い手となります。それぞれの場所で、「自分はどう生きるか」を問い続けながら成長していっ

てほしいと願っています。答えはすぐに見つからないかもしれません。しかし、問い続けるこ

とそのものが、皆さんをより良い未来へと導いてくれるはずです。 

 

春は、始まりの季節です。皆さん一人ひとりの未来が、希望に満ちたものであることを心か

ら願っています。 
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